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欧米で新たに出現するテクノロジーの探し方 

本シリーズは 3回にわたり、北米、欧州そしてイス

ラエルで新たに生み出されるテクノロジーの種をど

のように探すことができるかについてお話しいたし

ます。本号は最終号となり、テクノロジースタート

アップ企業の具体的なリストをご提示します。 

LRI ではこれに関連して、テクノロジースタートア

ップ企業の支援サービスをご提供しています。詳細

につきましては最後の頁をご覧下さい。  
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4．テクノロジースタートアップ企業のリスト 

 

テクノロジーのベンチャーキャピタルは常に有望なテク

ノロジーの種あるいはスタートアップ企業を探してい

る。一方、テクノロジーのスタートアップ企業もベンチ

ャーキャピタルを含む、投資家を探している。今日の社

会において、多くの人に、プレゼンス(存在)を知っても

らえる最良の場所はインタネット上である。よって、こ

のようなスタートアップ企業のニーズを受け、スタート

アップ企業を多く抱える組織は、そのウェブサイトにそ

れらスタートアップ企業のリストを掲示する傾向にあ

る。ベンチャーキャピタルにとってもそのようなウェブ

サイトは重要な、初期情報源となっている。 

テクノロジースタートアップ企業を多く抱える、あるい

はそれらと関係をもつ組織の代表例は以下の通りであ

る。 

 インキュベータ 

 アクセルレータ 

 クラウドファンディング(エンジェルサ

イト) 

 (テクノロジー)クラスタ 

 政府支援プログラム (例えば Horizon 

2020 のサイト) 

上記のそれぞれについて以下に簡単な説明を行い、それ

らの具体的なサイト例を紹介する。 

 

 

4.1 インキュベータ 

インキュベータ(Incubator)とはテナントにオフィススペースと備

品を提供する組織である。インキュベータはこれまで、大学そして

非営利団体が設置することが一般的であったが、最近はベンチャー

キャピタル、そして一般企業が設立する例が見受けられる。日本に

も各地にサイセンスパーク、リサーチパーク等があるが、それらは

企業の発展段階にとらわれず、既に確立された大手企業等もテナン

トとなっている。一方、インキュベータはスタートアップ企業だけ

のためにある。 

インキュベータは 1970 年代に米国から始まった。今日、米国には

1,000 前後のインキュベータがあると推測される。欧州にもおおよ

そ 1,000 のインキュベータがある。インキュベーションも一つの産

業であり、例えば米国には National Business Incubation 

Association と呼ばれる業界団体がある。欧州のインキュベータの

半数近くはドイツにあるが、それらの多くはドイツのテクノロジー

企業がバッカーとなっている。インキュベータの最近の傾向とし

て、後述するアクセルレータのプログラムを併設する場合があるこ

とを挙げることができる。すなわち、助言者(メンター)そして資金

も同時に提供する場合がある。 

米国における主要なテクノロジーインキュベータの例としては以下

がある。 

 Austin Technology Incubator of The University of 

Texas at Austin(テキサス大学オースティン校)：The 

University of Texas at Austin のインキュベータ。クリ

ーンエネルギー、バイオ・ヘルス、ICT 等。多くの個人が

エンジェル投資家となっている。 

http://bit.ly/1R9P6Ct
http://bit.ly/1EUGhqR
http://www.austinstartuplist.com/incubators
http://www.austinstartuplist.com/incubators
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 Advanced Technology Development Centre, 

Georgia Technology Institute(ジョージア工

科大学)：1980 年にジョージア州アトランタの

工科大学に設置された、フォーブズの 2013 年

のランキングで世界 12 位のインキュベータ

(2010 年はトップ 10 の一つ)。これまでに 20

億ドルの資金を集めている。 

 Massachusetts Biomedical Initiatives (マサ

チューセッツ･バイオメディカル･イニシアチ

ブ)：バイオメディカル分野のスタートアップ

企業の成長を支援。テナントは研究設備を共同

で利用。3 か所に施設をもっている。様々な大

学、ベンチャーキャピタル、地方団体等がパー

トナーとなっている。 

http://massbiomed.org/tenants/barber-avenue-

tenants  

http://massbiomed.org/tenants/redstone-

center-tenants 

http://massbiomed.org/tenants/gateway-park-

tenants  

 

一般の民間企業がインキュベータ(あるいは後述するア

クセルレータ)を運営する目的は、その投資から得られ

るリターンではなく、新たなイノベーションに巡り合

い、それを自らのビジネスに取り込むためである。非

製造業の企業として、例えば経営コンサルタントの

KPMG が Ignition Centres という名称のインキュベータ

の第一号を米国デンバーに設立する。  同様に英国の

デパートメントの John Lewis が JLab と呼ぶインキュ

ベータを設立する。 これらはいずれもイノベーティブ

なソリューションの開発を支援して、その成果を自ら

のビジネスに役立てようとするものである。企業は ICT

の可能性が自分たちのビジネスに十分に試されていな

いと考えており、それを外部のイノベーティブな力に

よって解決しようとしている。 

4.2 アクセルレータ 

アクセルレータ(Accelerator)は、短期間に集中的な助

言によりテクノロジーの種、すなわちシードを育てる

ことを目的とする。アクセルレータは助言のみなら

ず、資金も提供する。ビジネスモデルとしてはベンチ

ャーキャピタルであり、投資に対するリターンを求め

る。最初のアクセルレータは 2005 年に米国で立ち上げ

られた Y Combinator である。同社は 1 社当たり 12 

万ドルの資金を提供して 3 か月間、シリコンバレーへ招いてディ

スカッション等をするメニューを提供している。同社は既に 800

社を超えるスタートアップ企業を育てている。 

他の有名なアクセルレータとしては、米国の TechStars と英国の

Seedcamp を挙げることができる。前者は米国以外ではロンドン

とベルリンで活動しており、民間のパートナー企業 (例えばバー

クレー銀行)とも協調して活動している。同社は助言と 11 万 8 千

ドルを提供する代わりにスタートアップ企業のエクイティの 7-

10%を要求する。量よりも質をという考えのもと、年間に扱う件

数は低く抑えている。後者はロンドンにオフィスを構え、ベンチ

ャーキャピタルを中心とした機関投資家、エンジェル投資家そし

て一般企業が支援者となっている。同社以外に 80 を超える企業

が、資金を含む様々な支援を提供する。 

その他の有力アクセルレータとして Forbes が以下の 8 社をトッ

プ 10 のアクセルレータに含めている。  

 DreamIt Ventures 

 AngelPad 

 Launchpad LA 

 Excelerate Labs 

 Kicklabs 

 500 Startups 

 TechNexus 

 Tech Wildcatters 

4.3 クラウドファンディング 

クラウドファンディングは個人投資家(エンジェル)とスタートア

ップ企業を結び付けるためのプラットフォームであり、近年急速

に人気を得つつある。新たなベンチャーキャピタルの設立が、

2007 年に発生した世界的金融危機を受けた規制強化でハードル

が高くなった中、クラウドファンディングの設立は、社会全体に

おける起業育成の観点から重要となっている。(LRI の最近の調

査によると、例えばロンドンで 2000 万ポンドの資金を扱うベン

チャーキャピタルを立ち上げるとすれば、その立ち上げ時に約

100 万ポンド、そして毎年の運営に約 50 万ポンドの費用がかか

る。このように高い費用は新規のベンチャーキャピタルの設立を

妨げると想像される。)テクノロジースタートアップ企業を対象

としたクラウドファンディングの例を以下、いくつか紹介する。 

AngelList  

AngelList は米国で 2010 年に設立された後、これまでに 250 程

度のスタートアップ企業に対して約 1 億ドルの資金をもたらして

いる。ビジネスの所有者であれば、誰でもサイトに募集内容を書

き込むことができる。投資家は 3,000 人くらいに上り、IT セク

ターで有名な人たちも参加している。数多くあるクラウドファン

ディングの中で、同サイトが最も成功していると考えられる。 

 

http://atdc.org/atdc-companies
http://atdc.org/atdc-companies
http://massbiomed.org/tenants/barber-avenue-tenants
http://massbiomed.org/tenants/barber-avenue-tenants
http://massbiomed.org/tenants/redstone-center-tenants
http://massbiomed.org/tenants/redstone-center-tenants
http://massbiomed.org/tenants/gateway-park-tenants
http://massbiomed.org/tenants/gateway-park-tenants
http://www.kpmg.com/us/en/issuesandinsights/articlespublications/press-releases/pages/kpmg-opens-first-ignition-center.aspx
http://www.retail-week.com/technology/john-lewis-launches-technology-incubator-jlab-for-start-ups/5057928.article
http://www.forbes.com/sites/tomiogeron/2012/04/30/top-tech-incubators-as-ranked-by-forbes-y-combinator-tops-with-7-billion-in-value/
http://www.forbes.com/sites/tomiogeron/2012/04/30/top-tech-incubators-as-ranked-by-forbes-y-combinator-tops-with-7-billion-in-value/
https://angel.co/
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AngelList の最近の特徴として、シンジケートのプラ

ットフォームを挙げることができる。これは一人のエ

ンジェルあるいはベンチャーキャピタルがリードして

他のバッカーたちが、彼らに(将来の利益に対する)フ

ィーを支払って共同で投資できるシステムである。こ

れはベンチャーキャピタルに投資しているようなもの

であるが、フィーの計算方法が異なることに加えて、

バッカーは(シンジケートの選択を通じて)投資先を選

択することができるといった違いがある。また最低投

資金額が比較的低い。リードする投資家はイーコマー

ス、モービルといった分野における投資の専門家であ

る。Twitter、Facebook 等の初期投資家で Uber、

Evernote 等のアドバイザーを務める Tim Ferriss 氏に

は 1,000 人以上のバッカーがついている。 

Crowdcube  

Crowdcube は英国の University of Exter の The 

Innovation Centre に本拠を置き、ベンチャーキャピ

タルの Balderton Capital 及び 570 人の個人投資家の

支援を受けている。(英国の Financial Conduct 

Authority の規制下にある。)これまでに 240 を超える

スタートアップ企業に総額 8000 万ポンド強の資金を

もたらしている。 

Crowdcube も AngelList 同様に投資の専門家あるいは

ベンチャーキャピタルと共に投資できるプラットフォ

ームをもっており、個人投資家はエクイティ、ベンチ

ャーファンド、ミニボンドに投資することができる。 

4.4 クラスタ(ハブ) 

クラスタは関連する産業の地理的な集中を指す。スタ

ートアップ企業も、集中することから生まれる便益を

求めてクラスタの中に位置しようとするため、クラス

タのウェブサイトにそれら企業の情報を見つけること

ができる。テクノロジークラスタ(あるいはテクノロ

ジーハブ)は欧米の様々な都市に形成されており、そ

れらの No1 である Silicon Valley 以外に、例として

以下を挙げることができる。 

 

 East London Tech City： Silicon 

Roundabout とも呼ばれる、東ロンドンにある

クラスタ。同クラスタの特徴としてロンドン

のシティとの関連で財務に関連したテクノロ

ジーのスタートアップが多く含まれているこ

とである。   

 Silicon Wadi：Wadi とはヘブライ語で Valley を意味

する。Tel Aviv を中心としてイスラエルの海岸線に沿

ってハイテク企業が集中。 

 Paris-Saclay Innovation Cluster：パリの西にある、

フランスの代表的な複数のリサーチ機関を中心とした

テクノロジーハブ。  

4.5 政府支援プログラム 

様々な国において政府はテクノロジーの R&D のための資金援助

を、シード(種)段階の起業家やスタートアップ企業に対して行

っている。欧州に関しては、各国政府も行っているが、予算規

模からして EU の、テクノロジー特に ICT を主な対象とした研

究支援プロジェクトである Horizon 2020 は多くのスタートア

ップ企業そして中小企業を支えている。Horizon 2020 SME 

Instrument にはそのような企業がリストされている。     

米国においてはオバマ大統領のもと連邦政府がクリーンテクノ

ロジー、医療、高度製造システム、IT、その他のイノベーティ

ブなテクノロジーのスタートアップ企業の支援を行っている。

そのプログラムは”Startup America” と呼ばれ、Impact 

Investment Initiative、そして Early-Stage Innovation 

Initiative という名称のそれぞれ 10 億ドルの資金援助の他、

様々な支援ツールが用意されている。 

その Startup America のサイトには支援するスタートアップ企

業のリストはないが、同プログラムと連携して活動する

Startup America Partnership (現在これは UP America に移行

中であり、それは更に Up Global に発展する予定である)のも

と、州ごとにスタートアップ企業のプラットフォームが形成さ

れている。例えば Tennessee 州には ”Startup Tennessee” 

がある。同プラットフォームは州知事のイニシアティブによっ

て設立されたもので 9 つのアクセルレータプログラムを通じて

資金援助が行われている。Startup America Partnership のも

と現時点で 32 の州・地域でスタートアップ企業のプラットフ

ォームが立ち上げられており、15,000 を超えるスタートアッ

プ企業が参加している。以下、いくつかの例を紹介する。 

http://www.startuptn.com/list-of-companies/?stage_id=2   

http://www.startupcolorado.com/startup-map   

http://www.startupnm.org/startup-genome-put-your-

startup-on-the-map/  

4.5 その他 

上記の 4 つ以外にも、例えば、テクノロジー関連の国際見本市

(展示会)のサイトにはそれらの出展企業のリストが通常掲載さ

れている。たいていの国で、展示会の参加には政府の援助があ

るため(特に海外の展示会には)、テクノロジーのスタートアッ

プ企業がパートナー、投資家、ユーザ(アプロケーション)を求

めて参加する場合がしばしばある。LRI が運営する

GreenTechEurope.com ではそのような企業も多く取り上げてい

る。 

 

5．最後に 

https://www.crowdcube.com/
http://www.level39.co/members/companies
http://www.telavivstartupcity.com/#!startup-map/c1svi
http://carte.epps.fr/
http://ec.europa.eu/easme/en/horizon-2020-sme-instrument-beneficiaries
http://ec.europa.eu/easme/en/horizon-2020-sme-instrument-beneficiaries
https://www.whitehouse.gov/economy/business/startup-america
http://s.co/
http://www.startuptn.com/
http://www.startuptn.com/list-of-companies/?stage_id=2
http://www.startupcolorado.com/startup-map
http://www.startupnm.org/startup-genome-put-your-startup-on-the-map/
http://www.startupnm.org/startup-genome-put-your-startup-on-the-map/
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GreenTechEurope.com ではそのような企業も多く取り

上げている。 

5．最後に 

3 回に渡った本シリーズでは、欧米のテクノロジースタ

ートアップ企業を見つける方法について述べた。欧米

全体では毎年おそらく数百万という数のスタートアッ

プ企業が生まれていると推測される。そのうちテクノ

ロジースタートアップの数はおそらく年、数万件であ

ろう。それらの多くはテクノロジークラスタ(あるいは

テクノロジーハブ)の中にあり、その地域のスタートア

ップ企業の地図に名を連ねているであろう。そして政

府、アクセルレータあるいはクラウドファンディング

による資金援助を得ているであろう。このようにし

て、本シリーズで一部を紹介したウェブサイトのリス

トのいずれかに名前を載せている確率は高いと考えら

れる。各々のサイトにはたいていの場合、検索機能が

ついているから関心のあるテクノロジー分野に限定し

て企業を探すことができる。 

それらのサイトを見て、更なる情報収集の対象企業を

絞り込むことは時間を要する作業である。しかしなが

ら、何度か行う度に関心のあるサイトを限定すること

ができるであろう。またその作業を行う中で、テクノ

ロジーの大きな流れが掴めるかも知れない。特に取り

上げるテクノロジーの種はないという結果さえ意義が

あると考えられる。そして自らが資金を提供して既存

のアクセルレータに協調プログラムを設置する提案を

行おうという結論となるかも知れない。 

スタートアップ企業の段階で戦略的投資家として出資

すれば、商業化を共同で実施することができであろ

う。それによりそのテクノロジーの可能性を独占する

ことも可能である。またライセンスを得る場合も、早

いほど良い条件で取得可能である。企業を傘下に収め

ることも可能である。 

近年、欧州のテクノロジーの国際展示会に来場者に多

くの中国人を見かける。ベンチャーキャピタルが熱い

視線を向けるイスラエルにおいても同様である。今年

同国で開かれた、農業関連のテクノロジーの最大の展

示会である Agrivest の来場者の 10 人に 1 人は中国か

らであったことが報じられている 1。  同様に、少な

くとも中国のアセットマネジメント会社 2 社がロンド

ンに拠点を構えて、とりわけグリーンテクノロジーの

スタートアップ企業に投資を行っている。彼らの目的

の一つが投資したテクノロジーをより大きな市場であ

る中国へ適用することである。テクノロジー分野にお

ける国際競争が激化する中、海外におけるテクノロジ 

ーの種探しは中国企業のみならず、日本企業にとっても益々必要

となっている。 

世界の主要都市間におけるテクノロジースタートアップの誘致合

戦が既に始まっている。先述したロンドンの Tech City は、

2010 年に David Cameron 首相の強い意向を受け政府の協力のも

と始められたテクノロジー(特にデジタル産業)プラットフォーム

であるが、本年度(2015 年度)も 220 万ポンドの政府予算がつい

ている。その資金は海外のスタートアップの誘致にも使われる。

日本のスタートアップ企業に対しては「日英イノベーションビジ

ネスコンテスト」という名称の公募が現在行われており、優勝上

位 2 社には副賞としてロンドンのオフィススペースが一定期間無

料で与えられる。ロンドンのテクノロジー産業は既に年商 180 億

ポンドにまで拡大しており、デジタル産業への投資は過去 10 年

間で 1,000 件以上となっている。Google はロンドンに欧州の拠

点を置き、Campus London というプログラムを 2012 年から実施

しているが、同プログラムのもと既に 42,000 人の起業家あるい

は開発者が支援を受けている。 

追記：弊社 LRI では、欧米そして日本のテクノロジースタートア

ップの方々の支援を行っています。加えて、既に確立されたテク

ノロジー企業の皆様に対して、イノベーティブなテクノロジー探

しのお手伝いをしています。以下をご覧になり、ご質問等があり

ましたらご遠慮なくお知らせ下さい。 

1 John Reed in Jerusalem and Charles Clover in Beijing, “China investment 

in Islaeli companies rises”, Financial Times, 14 May 2015. 
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